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(57)【要約】
　無線ネットワークにおけるアクセスポイント（ＡＰ）
のようなネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方
向のデータを供給する送信速度を適応させる方法及び装
置が提供される。前記方法は，前記送信速度又は再送信
試行に関連する１又は複数のパラメータを含む，前記ダ
ウンリンク方向の通信リンクを適応させる際に前記ネッ
トワーク要素を支援するための情報を含むメッセージを
前記ネットワーク要素へ供給する前記端末のステップを
特徴とする。動作中前記ネットワーク要素は，前記メッ
セージを受信し，前記メッセージを用いて前記ダウンリ
ンク方向の通信リンクを適応させる。



(2) JP 2008-541642 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方向のデータを
供給するための通信リンクを適応させる方法であって，前記ネットワーク要素は，前記ダ
ウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援するため
の情報を含むメッセージを前記端末から受信する方法。
【請求項２】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを用いて前記通信リンクの送信速度を適応さ
せる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージは，干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の状態
についての情報を含む端末状態報告とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を適応させるアクセスポイント（ＡＰ）とする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記無線ネットワークは，ＩＥＥＥ８０２仕様プロトコルによって規定される無線構内
ネットワーク（ＷＬＡＮ）とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末は，ＧＳＭネットワークにおいて動作できる，複数無線機を備える多モード端
末とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向のデータを端末へ供給するための通信リン
クを適応させるためのアクセスポイント（ＡＰ）であって，前記ダウンリンク方向の前記
通信リンクを適応させる際に前記アクセスポイントを支援するための情報を含むメッセー
ジを前記端末から受信するように構成したアクセスポイント。
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【請求項１６】
　前記メッセージに含まれる情報を用いて前記通信リンクの送信速度を適応させる請求項
１５に記載のアクセスポイント。
【請求項１７】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項１８】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項１９】
　前記メッセージは，干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の状態
についての情報を含む端末状態報告とする請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項２０】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項１９に記載のアクセスポイント
。
【請求項２１】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を適応させる請求項１９に記載のアクセスポイント。
【請求項２２】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項２３】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１５に記載のア
クセスポイント。
【請求項２４】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
５に記載のアクセスポイント。
【請求項２５】
　前記無線ネットワークは，ＩＥＥＥ８０２仕様プロトコルによって規定される無線構内
ネットワーク（ＷＬＡＮ）とする請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項２６】
　前記端末は，ＧＳＭネットワークにおいて動作できる，複数無線機を備える多モード端
末とする請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項２７】
　前記端末は，ＧＳＭネットワークにおいて動作できる多モード端末とする請求項１５に
記載のアクセスポイント。
【請求項２８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１５に記載のアクセスポイント。
【請求項２９】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を適応
させることができるアクセスポイント（ＡＰ）又はほかの適切な要素のようなネットワー
ク要素から受信するための端末であって，前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応
させる際に前記ネットワーク要素を支援するための情報を含むメッセージを前記ネットワ
ーク要素へ提供するように構成する端末。
【請求項３０】
　前記メッセージは，前記端末が対応する前記通信リンクの速度又は前記端末が選択した
前記通信リンクの所望通信速度についての情報を含む請求項２９に記載の端末。
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【請求項３１】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項２９に記載の端末。
【請求項３２】
　前記メッセージは，干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の状態
についての情報を含む端末状態報告とする請求項２９に記載の端末。
【請求項３３】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項３２に記載の端末。
【請求項３４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項２９に記載の端末。
【請求項３５】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項２９に記載の端
末。
【請求項３６】
　前記メッセージ内の前記情報は，前記ネットワーク要素が，システム全体が前記端末の
現在の状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化できる
ようにする請求項２９に記載の端末。
【請求項３７】
　前記無線ネットワークは，ＩＥＥＥ８０２仕様プロトコルによって規定される無線構内
ネットワーク（ＷＬＡＮ）とする請求項２９に記載の端末。
【請求項３８】
　ＧＳＭネットワークにおいて動作できる，複数無線機を備える多モード端末とする請求
項２９に記載の端末。
【請求項３９】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項３８に記載の端末。
【請求項４０】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項２９に記載の端末。
【請求項４１】
　前記方法の１又は複数のステップは，前記ネットワーク又はシステム内のネットワーク
ノード又は要素のプロセッサ若しくはほかの適切な処理デバイス上で動作する計算機プロ
グラムによって実行される請求項１に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ネットワークノード又は要素は，無線ネットワーク内のアクセスポイントとする請
求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ネットワークノード又は要素は，ＧＳＭネットワークにおいて動作できる，複数無
線機を備える多モード端末とする請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素からダウンリンク方向のデータを端末へ供
給するための通信リンクを適応させるアクセスポイント（ＡＰ）のようなネットワークノ
ード又は要素のための計算機プログラム製品であって，前記端末からのメッセージによっ
て受信した情報を用いて前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させるように構成
した計算機プログラム製品。
【請求項４５】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を適応
させることができるアクセスポイント（ＡＰ）又はほかの適切な要素のようなネットワー
ク要素から受信する端末のための計算機プログラム製品であって，前記ダウンリンク方向
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の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援するための情報を含むメ
ッセージを前記ネットワーク要素へ提供するように構成する計算機プログラム製品。
【請求項４６】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素からダウンリンク方向のデータを端末へ供
給するための通信リンクを適応させるアクセスポイント（ＡＰ）のようなネットワークノ
ード又は要素のためのチップのようなモジュールであって，前記端末からのメッセージに
よって受信した情報を用いて前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させるように
構成したモジュール。
【請求項４７】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を適応
させることができるアクセスポイント（ＡＰ）又はほかの適切な要素のようなネットワー
ク要素から受信する端末のためのチップのようなモジュールであって，前記ダウンリンク
方向の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援するための情報を含
むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供するように構成するモジュール。
【請求項４８】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項４９】
　前記１又は複数の干渉特性は，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレベル，又はそ
れらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１５
に記載のアクセスポイント。
【請求項５１】
　前記１又は複数の干渉特性のためのフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バー
ストレベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５０
に記載のアクセスポイント。
【請求項５２】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項２９
に記載の端末。
【請求項５３】
　前記１又は複数の干渉特性のフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレ
ベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５２に記載
の端末。
【請求項５４】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項５５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５７】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１５に記
載のアクセスポイント。
【請求項５８】
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　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５７に記載のアクセスポイント。
【請求項５９】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５７に記載のアクセスポイント。
【請求項６０】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項２９に記
載の端末。
【請求項６１】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６０に記載の端末。
【請求項６２】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６０に記載の端末。
【請求項６３】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４４に記
載の計算機プログラム製品。
【請求項６４】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６６】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４５に記
載の計算機プログラム製品。
【請求項６７】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６８】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６９】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４６に記
載のモジュール。
【請求項７０】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７１】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７２】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４７に記
載のモジュール。
【請求項７３】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【請求項７４】
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　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，無線ネットワークにおけるアクセスポイント（ＡＰ）から端末へダウンリン
ク方向のデータを供給する送信速度を適応させる方法及び装置に関する。より特定すれば
，無線構内ネットワーク（ＷＬＡＮ）と共存する，デバイスが複数の無線機を備えた多モ
ード端末に関して前記を実現することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に例としてＩＥＥＥ８０２．１１　ＷＬＡＮシステムの典型的な部分を示す。これ
は当業において既知のものであり，パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ），ラップ
トップ，プリンタ，等を含む移動体デバイス及び二次的デバイスのような通信装置間の通
信を提供する。ＷＬＡＮシステムは，有線ＬＡＮシステムに接続することができ，後者は
無線デバイスがファイルサーバ又はほかの適切なデバイス上の情報及びファイルを利用し
，またインターネットに接続することができるようにする。デバイスは図に示すように，
いわゆる「アドホック」ネットワークにおいては基地局なしで相互に直接通信することも
できるし，ＩＥＥＥ８０２．１１の用語によればＡＰと呼ばれる基地局を介して，局所的
な基本サービス集合（ＢＳＳ）又は広域の拡張サービス集合（ＥＳＳ）を用い，ＡＰを介
した分散サービスと通信することもできる。ＷＬＡＮシステムにおいては，ユーザ接続デ
バイスはステーション（ＳＴＡ）として知られ，無線信号を通信デバイス間で配信される
デジタル信号に変換する送受信器（送信器及び受信器）であり，データパケットを受信し
，ほかのデバイス及び／又はネットワークへデータバケットを配信するＡＰに通信装置を
接続する。ＳＴＡは，デバイスに接続された無線ネットワークインタフェースカード（Ｎ
ＩＣ）からデバイスの一部，及び外部アダプタ（ＵＳＢ），ＰＣＭＣＩＡカード又はＵＳ
Ｂドングル（内蔵）である組み込み無線モジュールまで種々の形態をとることができる。
これらはすべて当業において既知である。
【０００３】
　図２ａ及び２ｂは，はん用移動体通信システム（ＵＭＴＳ）パケットネットワークアー
キテクチャを示す図であり，これもまた当業において既知である。図２ａにおいて，ＵＭ
ＴＳパケットネットワークアーキテクチャは，ユーザ装置（ＵＥ）と，ＵＭＴＳ地上無線
接続ネットワーク（ＵＴＲＡＮ）と，コアネットワーク（ＣＮ）とからなる主要アーキテ
クチャ要素を含む。ＵＥは無線インタフェース（Ｕｕ）を介してＵＴＲＡＮと接続し，一
方ＵＴＲＡＮは（有線の）Ｉｕインタフェースを介してＣＮと接続する。図２ｂは，アー
キテクチャのいくつかの更なる詳細，特にＵＴＲＡＮを示す図であり，ＵＴＲＡＮは複数
の無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）を含み，ＲＮＳはそれぞれ少なくとも１つの
無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）を含む。
【０００４】
　図１に示すＷＬＡＮ（ＩＥＥＥ８０２．１１）と，図２ａ及び２ｂに示したようなほか
の技術（例えば３ＧＰＰ，３ＧＰＰ２又は８０２．１６）との接続は，現在３ＧＰＰ及び
３ＧＰＰ２のプロトコル仕様において規定されつつある。
【０００５】
　このような接続の１つの問題は，例えばＧＳＭ送信が－１５ｄＢｍだけＷＬＡＮ受信器
感度を減少させることのできる指示があり，それが再送信を起こすことである。例えばＧ
ＳＭ音声呼の途中で周期的にパケット送信を行うと，ＷＬＡＮ　ＡＰの通常の速度アルゴ
リズムが状況をより悪化させ，ＷＬＡＮトラヒックを完全に閉そくさせることになる。
【０００６】
　現在の測定によれば，セルラ送信がＷＬＡＮ受信器感度を－１５ｄＢｍの低下させると
システムがこの期間パケットを受信しないようになる。現在のＷＬＡＮ速度適応アルゴリ
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ズムは，通常パケット損失がノイズ状態の悪い原因と解釈し，そのためにＷＬＡＮ　ＡＰ
が送信速度を低下させる。するとこれが衝突の可能性をより高くする（空中で使われるパ
ケット当たり送信時間（ａｉｒｔｉｍｅ）がより長い）。その結果，信号強度が中から低
の間であるときは，システムが全体的なノイズレベルが悪すぎると判断するので，ほとん
どのデータがシステムに入力されないことになる。この場合システムがとることができる
最善の策は，周期的なセルラ送信との衝突の可能性を最小化するために，パケットを同一
又はより高いデータ速度で送信の再試行をすることである。
【０００７】
　どの無線測定アルゴリズムでも，端末側に周期的ノイズがあるかどうかをＷＬＡＮ　Ａ
Ｐから実際に検出することはできない（ＷＬＡＮ周波を用いる無線インタフェースには検
知できない）。
【０００８】
　基本的問題は，ＷＬＡＮ　ＡＰが端末における２重（又は多）モード動作について何の
知識も持たず，端末が明示的にその状態をＷＬＡＮに何らかの方法で通知しない限り知る
方法がないことである。
【０００９】
　更に多無線機デバイスにおいては，ほかの無線機の動作がＳＴＡ　ＷＬＡＮの受信器感
度に劣化を与える可能性がある。例えばＧＳＭ又はＧＰＲＳの送信器（ＴＸ）は受信器の
感度レベルを１０～２０ｄＢｍ低下させることがあるが，それはどのような手段でも測定
できない。又はほかの無線機の振動による通知も類似の効果を生じさせる。
【００１０】
　図３ａ及び３ｂに，ＧＳＭ－ＷＬＡＮ間及びＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）（ＢＴ）間の２つの基本的干渉状態の例を示す。第１例においては，共存する無線機の
送信器ＴｘがＷＬＡＮの受信器Ｒｘと干渉する（例えばＧＳＭからＷＬＡＮ）。第２例に
おいては，共存する無線機のＴｘがＷＬＡＮ　Ｒｘと干渉し，ＷＬＡＮ　Ｔｘが共存する
無線機のＲｘと干渉する（例えばＷＬＡＮからＢＴ，又はＢＴからＷＬＡＮ）。これが既
知のときは，ＡＰはいくつかの推定をすることができる。第１例においては，ＳＴＡは干
渉バーストの間に送信を行うことができ，そこでＡＰはその干渉中にＳＴＡから肯定応答
ＡＣＫを受信することができる。第２例においては，ＳＴＡが干渉バースト中に送信を行
うともう１つの無線機に干渉し，ＡＰはその干渉中にＳＴＡからＡＣＫを受信することが
できない。ＳＴＡはまた，無線機間であるスケジュールを行うこともできる。
【００１１】
　米国特許出願第２００５／００８６５６９　Ａ１を参照すれば，端末の集約速度適応技
法が開示されており，送信がある回数失敗すると送信速度を低下させるようになっている
。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　広い意味で本発明は，無線ネットワークにおけるＡＰのようなネットワーク要素からダ
ウンリンク方向のデータを端末へ供給するための通信リンクを適応させる方法及び装置を
提供し，上記方法は，上記ダウンリンク方向の上記通信リンクを適応させる際に上記ネッ
トワーク要素を支援するための情報を含むメッセージを上記端末から受信することを特徴
とする。
【００１３】
　上記メッセージは，上記ダウンリンクコネクションの送信速度を規定する送信速度パラ
メータ，上記ダウンリンクコネクションに適用される再送信数を規定する再試行パラメー
タ，又はそれらのある組合せ，のような変化する可能性のある１又は複数の通信リンクパ
ラメータを含んでもよい。例えば上記端末が選択した所望送信速度を含むメッセージに応
答して，上記ネットワーク要素は上記メッセージを用いて上記ダウンリンク方向の送信速
度を適応させることができる。



(9) JP 2008-541642 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【００１４】
　特に上記メッセージは，上記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速
度設定情報の形態をとってもよい。あるいは上記メッセージは，干渉状況を含む上記送信
速度に影響を与える上記端末の現在の状態についての情報を含む端末状態報告の形態をと
ってもよい。この場合，上記メッセージは干渉源についての情報を含んでもよく，上記Ａ
Ｐは上記メッセージを受信し，上記端末の現在の状態を用いて上記送信速度を適応させる
。また更に上記メッセージは，上記ネットワーク要素と再アソシエーションするための干
渉起因再調停情報の形態を取ってもよいし，あるいは上記端末に限定した１又は複数の送
信速度，再試行，若しくはそれらのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情
報を含んでもよい。このような場合上記アクセスポイントは，上記メッセージを受信し，
システム全体が上記端末の現在の状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォール
バック方法を最適化する。上記メッセージが，上記ネットワーク要素と上記端末との間の
アソシエーション処理の一部として供給される実施例も考えられる。
【００１５】
　上記端末は，携帯電話機，ＳＴＡ，又はほかの適切なユーザ装置の形態をとることがで
きる。
【００１６】
　上記無線ネットワークは，ＩＥＥＥ８０２仕様プロトコルによって規定される無線構内
ネットワーク（ＷＬＡＮ）の形態をとってもよいし，若しくは現在既知，又は将来開発さ
れるいずれかのほかの無線ネットワークの形態をとってもよい。
【００１７】
　一実施例において前記端末は，ＧＳＭネットワークにおいて動作できる，複数無線機を
備える多モード端末であるが，本発明の範囲は現在既知，又は将来開発されるいずれかの
，特定種別の端末又はユーザ装置に限定することは意図していない。
【００１８】
　本発明はまた，上記ネットワーク又はシステム内のネットワークノード又は要素のプロ
セッサ若しくはほかの適切な処理デバイス上で動作する計算機プログラムによって実行さ
れる１又は複数の上記ステップを有する方法の形態をとってもよい。
【００１９】
　本発明はまた，上記メッセージを上記端末から受信し，そのようなメッセージを用いて
上記通信リンクを適応させるように構成されたＡＰ又はほかの適切なネットワーク要素，
及びそのようなメッセージを供給する端末の形態をとることができる装置も含む。
【００２０】
　本発明はまた，無線ネットワークにおけるネットワーク要素からダウンリンク方向のデ
ータを端末へ供給するための通信リンクを適応させるように構成したＡＰのようなネット
ワークノード又は要素のための計算機プログラム製品の形態をとることができる。上記計
算機プログラム製品は，上記端末からのメッセージによって受信した情報を用いて上記ダ
ウンリンク方向の上記通信リンクを適応させる。また無線ネットワークにおけるダウンリ
ンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を適応させることができるＡＰ又はほかの適
切な要素のようなネットワーク要素から受信する端末のための計算機プログラム製品の形
態をとることができる。上記計算機プログラム製品は，上記通信リンクを適応させる際に
上記ネットワーク要素を支援するための情報を含むメッセージを上記ネットワーク要素へ
提供する。
【００２１】
　本発明はまた，上述のＡＰを含むネットワークノード又は要素，及び端末又はほかのユ
ーザ装置の機能を提供するチップのようなモジュールの形態をとってもよい。
【００２２】
　特に本発明は，ＧＳＭ－ＷＬＡＮ間及びＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（
ＢＴ）間の上述の干渉状況に対する２つの解決策を明らかにする。第１の解決策はいわゆ
る理由フィールドを用いるものであって，ＡＰは理由フィールドの例えば「干渉源」から
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いくつかの仮定をすることができる。これはより一般的な解決策であり，新規の干渉を追
加することができる。またこれは，ＡＰが例えばデータ速度にいくらかの変更を行うのが
望ましいかどうかを理解するのを助ける。第２の解決策はいわゆるＴｘ可能フィールドを
用いるものであって，これは干渉バースト中にＳＴＡ　Ｔｘが可能かどうかを示すフィー
ルドである。
【００２３】
　要するに本発明は，システム全体が現在の状態下で最良の性能を有することができるよ
うに，送信速度フォールバック方法を最適化できるようにするために，ＷＬＡＮ　ＡＰと
メッセージを交換することによって多モード端末の現在の状態についての更なる知識を提
供する新規技法を明らかにする。
【００２４】
　本発明の１つの利点は，端末に関連する干渉をＷＬＡＮ　ＡＰに通知することができ，
それによってセルラ呼の際に同時にＷＬＡＮコネクションＡＰがある場合に，ＡＰがネッ
トワーク全体の性能を最適化することができる。例えば端末又はステーションは，ＡＰに
自己の感度レベルを伝えることができる。それはＡＰの速度適応アルゴリズムを詳細調整
するために用いる仕様が必須とするものよりもよい性能を示すことができ，端末の感度に
おける突然の変化，すなわち”干渉スロット”を示すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　添付の図面は必ずしも正確な縮尺で描かれたものではない。
【００２６】
　図４は本発明によるＡＰを示したものであり，それは一般に１００で示され，無線ネッ
トワークにおけるダウンリンク方向のデータを図５に示す端末へ供給する通信リンクを適
応させるためのものである。本発明及び本明細書の記載によれば，ＡＰ１００は速度適応
モジュール１０２を含み，それはダウンリンク１０方向の通信リンクを適応させる際にＡ
Ｐ１００を支援する情報を含む端末２００からのメッセージを受信し，そのメッセージに
含まれる情報を用いて通信リンクを適応させるように構成されている。
【００２７】
　メッセージは，ダウンリンクコネクションの送信速度を規定する送信速度パラメータ，
ダウンリンクコネクションに適用される再送信数を規定する再試行パラメータ，現在既知
又は将来開発されるいずれかの１又は複数のほかの適切な通信リンクパラメータ，若しく
はそれらのある組合せのような，変化する可能性のある１又は複数の通信リンクパラメー
タを含むことができる。本発明の範囲は，特定の種別の通信リンクパラメータ又はメッセ
ージ内のそのようなパラメータ数に限定することを意図したものではない。更に本発明の
範囲は，現在既知の通信リンクパラメータ又は将来開発される通信リンクパラメータ双方
を含むことを意図している。
【００２８】
　特にメッセージは，端末が選択した所望送信速度についての情報を含むことができる。
例えばメッセージは，端末が要求した端末の速度，又はほかの適切な設定についての情報
を含んでもよい。本発明の範囲は，端末が要求した，現在既知又は将来開発されるいずれ
かの特定の種別の設定に限定することを意図したものではない。
【００２９】
　あるいはメッセージは，干渉状況を含む上記送信速度に影響を与える上記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告の形態をとってもよい。例えば干渉状況は，多モ
ード端末内のＧＳＭ送受信器のような周期的信号源からの干渉，又は例えば電子レンジか
らの干渉を含んでもよい。これらの状況において，メッセージは干渉源についての情報を
含むことができ，ＡＰはメッセージを受信し，端末の現在の状態を用いて送信速度を適応
させる。本発明の範囲は，ＧＳＭ型デバイス，Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）型デバイ
ス又はほかの適切なデバイスを含む，現在既知又は将来開発されるいずれかの特定の種別
の干渉源についての情報に限定することを意図したものではない。
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【００３０】
　また更に，メッセージはＡＰと再アソシエーションを行うための干渉起因再調停の形態
をとってもよいし，又は端末限定の１又は複数の送信速度，再試行，又はそれらのある組
合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含んでもよい。この場合ＡＰはメッセ
ージを受信し，システム全体が端末の現在の状態下で最良の性能を有することができるよ
うに，送信速度フォールバック方法を最適化する。またネットワーク要素と端末との間の
アソシエーション処理の一部としてメッセージが供給される実施例も考えられる。
【００３１】
　例として図４に示すモジュール１０２の機能は，ハードウェア，ソフトウェア，ファー
ムウェア，又はそれらの組合せを用いて実現できるが，本発明の範囲はそれら特定の実施
例に限定することは意図していない。通常のソフトウェアによる実装においては，モジュ
ール１０２は，マイクロプロセッサと，ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と，読み出し
専用メモリ（ＲＯＭ）と，入出力デバイスと，それらを接続する制御バス，データバス及
びアドレスバスとを備えた１又は複数のマイクロプロセッサ主体のアーキテクチャであろ
う。当業者であれば，このようなマイクロプロセッサ主体の実装がここに述べた機能を実
行するように過度な実験なしでプログラムできるであろう。本発明の範囲は，既知又は将
来開発される技術を用いた特定の実装に限定することを意図したものではない。更に本発
明の範囲は，モジュール１０２がスタンドアロンモジュールである場合と，別のモジュー
ルを実現する別の回路との組合せである場合と，を含むことを意図している。
【００３２】
　ＡＰ１００はまた，通常例えば図１に示すＡＰの一部をなすほかのアクセスポイントモ
ジュール１０４も含む。その機能は当業においては周知のものであり，それ自身は本発明
の基礎部分を成すものではなく，ここでは詳細に説明しない。
【００３３】
（種々の方法）
　本明細書の記載によれば，本発明による方式又は技法を実現するために用いることがで
きる代替方法がある。その代替物は，端末速度設定要求，端末状態報告，又は干渉起因再
調停を含む。最初の２つの方法は，現在のシステムにおいてＱｏＳのために行う受け付け
制御に類似の方法で新規メッセージの定義を必要とする。その新規メッセージは，全く新
規の種別の管理メッセージであってもよいし，アソシエーション処理の一部として実装し
てもよい。アソシエーションフレームを介する設定では，システムが各呼の始めと後で再
アソシエーションを行う必要がある。
【００３４】
（端末速度設定要求）
　例えば一方法においてメッセージは，ＷＬＡＮ　ＡＰに端末特定速度適応集合（送信速
度及び速度値当たり再試行数）を用いるように依頼するために用いることができる特別の
ＷＬＡＮ管理メッセージの形態をとってもよい。実際には音声呼（又はデータ呼）を開始
するとき，ＷＬＡＮサブシステムはその呼について通知を受け，ＷＬＡＮ　ＡＰに要求メ
ッセージを送信し，それによってＷＬＡＮ　ＡＰは端末の願望によってその端末用の速度
適応方法を設定することができる。
【００３５】
（端末状態報告）
　あるいはメッセージは，端末が詳細な速度適応方法を送信する代わりに，端末の状態を
記述したメッセージ（例えば周期的干渉があることを告げるメッセージ）を送信し，ＷＬ
ＡＮ　ＡＰに一般ガイドラインによる問題を解決する適切な方法（どの標準にも規定され
ていない）を用いるようにさせることを除けば，第１方式と類似した端末状態報告の形態
を取ってもよい。
【００３６】
（干渉起因再調停）
　更にまたメッセージは，干渉起因再調停の一部をなすこともできる。これは，当業にお
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いて既知の既存装置を用いて展開できる唯一の方式である。この方式において端末は，携
帯電話呼を開始するとき，ＷＬＡＮ　ＡＰと再アソシエーションを行って，対応する速度
（及びもちろんすべての基本速度）として最高の速度（ここで最高とは，最高動作可能デ
ータ速度を意味する）だけが規定される。最高速度は，システムが再試行に最高速度だけ
を利用できるように効果的に利用するフォールバック速度を制限する。本方式の１つの小
さな欠点は，通常基本速度はＷＬＡＮ　ＡＰがフォールバック速度用の任意選択速度とし
て基本的に使うことができるいくつかの低速度に設定されていることである。この方式で
はシステムは，非常に高速及び非常に低速でパケットを送信することになる。
【００３７】
（図５：端末）
　例として図５に本発明による端末，ＳＴＡ又はほかの適切なユーザ装置を示す。それら
は一般に２００と記されており，メッセージ処理モジュール２０２及びほかのステーショ
ンモジュール２０４を備える。
【００３８】
　動作中本発明及び本明細書の記載によるメッセージ処理モジュール２０２は，送信速度
を適応させる際にＡＰ１００を支援する情報を含むメッセージをＡＰ１００へ供給する。
端末は携帯電話機，ＳＴＡ，又は現在既知又は将来開発されるほかの適切なユーザ装置の
形態をとることができる。
【００３９】
　例として図５に示すモジュール２０２の機能は，ハードウェア，ソフトウェア，ファー
ムウェア，又はそれらの組合せを用いて実現できるが，本発明の範囲はそれら特定の実施
例に限定することは意図していない。通常のソフトウェアによる実装においては，モジュ
ール２０２は，マイクロプロセッサと，ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と，読み出し
専用メモリ（ＲＯＭ）と，入出力デバイスと，それらを接続する制御バス，データバス及
びアドレスバスとを備えた１又は複数のマイクロプロセッサ主体のアーキテクチャであろ
う。当業者であれば，このようなマイクロプロセッサ主体の実装がここに述べた機能を実
行するように過度な実験なしでプログラムできるであろう。本発明の範囲は，既知又は将
来開発される技術を用いた特定の実装に限定することを意図したものではない。更に本発
明の範囲は，モジュール２０２がスタンドアロンモジュールである場合と，別のモジュー
ルを実現する別の回路との組合せである場合と，を含むことを意図している。
【００４０】
　また本発明の範囲は，本発明を特定の種別の端末，ＳＴＡ，若しくは現在既知又は将来
開発されるユーザ装置に実装することに限定することを意図したものではない。
【００４１】
　ほかのステーションモジュール２０４及びその機能は，当業においては周知のものであ
り，それ自身は本発明の基礎部分を成すものではなく，ここでは詳細に説明しない。例え
ばステーションモジュール２０４は，１又は複数の干渉源からの干渉を検出し，評価する
当業においては既知のモジュールを含んでもよく，本発明の範囲は，それと同一の働きを
する種類のモジュールに限定することを意図したものではない。
【００４２】
（干渉検出後のＡＰの方法の例）
　本発明はまた，干渉があるときＡＰがダウンリンクコネクションを設定する一般的方法
の一部もなすことができる。例えば方法は，ＡＰがダウンリンク送信に適用する速度を減
少させないで，むしろ前と同一の速度で送信を続けるものであってよい。また更に適用す
る方法は，エラーがある送信のために再送信が必要なとき，ダウンリンクコネクションに
適用する再送信数を規定するパラメータを含んでもよい。動作中メッセージは，変化する
可能性のある１又は複数の通信リンクパラメータを含むことがある。上記１又は複数の通
信リンクパラメータは，ダウンリンクコネクションの送信速度を規定する送信速度パラメ
ータ，ダウンリンクコネクションに適用する再送信数を規定する再試行パラメータ，現在
既知又は将来開発されるいずれかの１又は複数の適切な通信リンクパラメータ，若しくは
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それらパラメータのある組合せ，を含んでもよい。
【００４３】
（利点）
　本発明の１つの利点は，より高い送信速度によって送信時間がより低いデータ速度のよ
うには消費されないことである。送信時間を最小化するために重要な要因は，空中に送信
されるＭＰＤＵのペイロードが小さすぎないことである。なぜならばそのような場合の送
信時間はフレームのヘッダフィールドがほとんどを占めるからである。したがってＡＰは
（再試行パラメータ及び速度パラメータのほかに）単一ＭＰＤＵでより多くのデータを送
信するパラメータも持つことができることが望ましい。これによってチャネルに接続して
いる時間が減少し，より多くが送信されることになる。
【００４４】
（ＳＴＡ感度指示フレーム）
　例として本発明は，図６において一般に３００と記されたＳＴＡ感度指示フレームによ
って実施することができる。これは新規の管理フレームであって，ＳＴＡ残留ノイズ（ｎ
ｏｉｓｅ　ｆｌｏｏｒ）現在値と，ＳＴＡ　Ｔｘ電力と，干渉の時間位置と，を含むこと
ができ，例えば多モードの場合のＧＳＭ送受信器のような周期的干渉源，又は外部干渉の
場合は電子レンジ，からの干渉についての情報を含むことができる。これは次に掲げると
おりである。
【００４５】
　上記フレームのフィールドは次を含むことができる。
　１）ＳＴＡ残留ノイズ３０２
　２）ＳＴＡ　Ｔｘ電力３０４
　３）次を含む図７に示す干渉特性３０６
　　ａ）次の「干渉」バーストの開始点である「干渉」開始点（ＴＳＦ）３０６ａ
　　ｂ）２つの連続する「干渉」バーストの間の間隔である「干渉」間隔３０６ｂ。例え
ばＧＳＭ　Ｔｘの場合は４.０３８ｍｓである。
　　ｃ）「干渉」バースト長３０６ｃ。ＧＳＭ　Ｔｘの場合，これは０.５７７ｍｓであ
る。
　干渉の位置及び／又は周期が不明のとき，又はＳＴＡが標準で規定されたものよりよい
感度を示すフレームを用いているときは，ＳＴＡはこれらの値を「０」に設定することが
できる。
【００４６】
（ＳＴＡ感度情報の利用）
　ＳＴＡ感度情報は次のように用いることができる。
　１）干渉特性フィールドが「０」に設定されているときは，例えば速度適応の目的に直
接用いることができる。
　２）あるいは干渉特性フィールドが「０」でないときは，ＡＰは
　　ａ）（たとえ損失フレームがあっても）速度を同一に保ち，「干渉」スロットを避け
るようにする。又は
　　ｂ）より耐性のある速度を用いる。
　３）干渉がもはや存在しないときは，ＳＴＡは干渉特性フィールドを「０」に設定した
フレームを送信することによって感度情報を更新することができる。
【００４７】
（ＳＴＡ感度情報フレームの結論）
　ＳＴＡ感度情報はＡＰに貴重な情報を提供する。
　１）ＳＴＡはその感度が仕様によって必須とされるものよりよいことを示し，例えばＡ
Ｐの速度適応論理への直接の入力として用いることができる。
　２）ＳＴＡはその感度が劣化したことを示すことができる。この場合，ＳＴＡは干渉特
性を指定することができる，及び／又はＡＰが「干渉」スロットを避けることができる。
【００４８】
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（そのほかの考察）
　そのほかの考察としては次の事項がある。
　動作中新規の専用メッセージは，ＷＬＡＮ情報を捕そくすることができるＷＬＡＮスニ
ッファ（ｓｎｉｆｆｅｒ）のようなデバイスを用いて容易に見付けることができる。
【００４９】
（本発明の範囲）
　したがって本発明は，構成物の特徴と，要素の組合せと，ここに規定した構成物によっ
て例示される部品の配置と，を含む。
【００５０】
　このように上述の目的と，上記から明白な目的とが，効率よく得られることが分かる。
そして本発明の範囲を逸脱することなく上記の構成物にある変更を加えることができるの
で，上述の説明に含まれ，又は付属の図面に示されたすべての事項は，限定の意味ではな
く例示的に解釈するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】無線構内ネットワーク（ＷＬＡＮ）の図である。
【図２ａ】３ＧＰＰネットワークの図である。
【図２ｂ】３ＧＰＰネットワークの図である。
【図３ａ】ＧＳＭ－ＷＬＡＮ間の干渉を示す図である。
【図３ｂ】ＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）間の干渉を示す図である。
【図４】本発明によるアクセスポイント（ＡＰ）のブロック図である。
【図５】本発明による端末のブロック図である。
【図６】本発明による感度指示フレームの例を示す図である。
【図７】図６の感度指示フィールドの干渉特性のためのフィールドをより詳細に示す図で
ある。
【図１】 【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図３ａ】 【図３ｂ】

【図４】 【図５】
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【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月8日(2008.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方向のデータを
供給するための通信リンクを適応させるステップと，
　前記ネットワーク要素において，前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる
際に前記ネットワーク要素を支援するための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前
記端末から受信するステップと，
を有する方法。
【請求項２】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを用いて前記通信リンクの送信速度を適応さ
せる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を適応させるアクセスポイントとする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる，複数無線機を
備える多モード端末とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向のデータを端末へ供給するための通信リン
クを適応させ，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際にネットワークノードを支援す
るための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前記端末から受信する，
ように構成した１又は複数のモジュールを備えるネットワークノード。
【請求項１６】
　前記ネットワークノードは，前記メッセージに含まれる情報を用いて前記通信リンクの
送信速度を適応させる請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１７】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１８】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１９】
　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２０】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項１９に記載のネットワークノー
ド。
【請求項２１】
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　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を適応させる請求項１９に記載のネットワークノード。
【請求項２２】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２３】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１５に記載のネ
ットワークノード。
【請求項２４】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
５に記載のネットワークノード。
【請求項２５】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項１５に記載のネットワー
クノード。
【請求項２６】
　前記端末は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる，複数無線機を
備える多モード端末とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２７】
　前記ネットワークノードは，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる
多モード端末とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２９】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を適応
させることができるネットワーク要素から受信し，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援
するための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供する，
ように構成した１又は複数のモジュールを備えるネットワークノード。
【請求項３０】
　前記メッセージは，前記端末が対応する前記通信リンクの速度又は前記端末が選択した
前記通信リンクの所望通信速度についての情報を含む請求項２９に記載のネットワークノ
ード。
【請求項３１】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３２】
　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３３】
　前記メッセージは，干渉源についての情報を含む請求項３２に記載のネットワークノー
ド。
【請求項３４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３５】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項２９に記載のネ
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ットワークノード。
【請求項３６】
　前記メッセージ内の前記情報は，前記ネットワーク要素が，システム全体が前記端末の
現在の状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化できる
ようにする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３７】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項２９に記載のネットワー
クノード。
【請求項３８】
　前記ネットワークノードは，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる
，複数無線機を備える多モード端末とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３９】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項３８に記載のネットワークノード。
【請求項４０】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項４１】
　前記方法の１又は複数のステップは，前記ネットワーク又はシステム内のネットワーク
ノード又は要素のプロセッサ若しくはほかの適切な処理デバイス上で動作する計算機プロ
グラムによって実行される請求項１に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ネットワークノードは，無線ネットワーク内のアクセスポイントとする請求項１５
に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ネットワークノード又は要素は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動
作できる，複数無線機を備える多モード端末とする請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　機械可読媒体上に記憶されたプログラムコードを有する計算機プログラム製品であって
，無線ネットワークにおけるネットワークノード又は要素から端末へのダウンリンク方向
のデータを提供する通信リンクを適応させるステップと，
　前記ネットワークノード又は要素において前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適
応させる際に前記ネットワーク要素を支援するための干渉状況に関する情報を含むメッセ
ージを前記端末から受信するステップと，
を有する方法ステップを実行する計算機プログラム製品。
【請求項４５】
　機械可読媒体上に記憶されたプログラムコードを有する計算機プログラム製品であって
，
　端末において無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを送信
速度を適応させることができるネットワーク要素から受信するステップと，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援
するための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供するス
テップと，
を有する方法ステップを実行する計算機プログラム製品。
【請求項４６】
　無線ネットワークにおけるネットワークノード又は要素からダウンリンク方向のデータ
を端末へ供給するための通信リンクを適応させ，
　前記端末からのメッセージによって受信した干渉状況に関する情報を用いて前記ダウン
リンク方向の前記通信リンクを適応させる，
ように構成するチップのようなモジュール。
【請求項４７】
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　端末において無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送
信速度を適応させることができるネットワークノード又は要素から受信し，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際に前記ネットワーク要素を支援
するための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供する，
ように構成するチップのようなモジュール。
【請求項４８】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項４９】
　前記１又は複数の干渉特性は，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレベル，又はそ
れらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１５
に記載のネットワークノード。
【請求項５１】
　前記１又は複数の干渉特性のためのフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バー
ストレベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５０
に記載のネットワークノード。
【請求項５２】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項２９
に記載のネットワークノード。
【請求項５３】
　前記１又は複数の干渉特性のフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレ
ベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５２に記載
のネットワークノード。
【請求項５４】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項５５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５７】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１５に記
載のネットワークノード。
【請求項５８】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５７に記載のネットワークノード。
【請求項５９】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５７に記載のネットワークノード。
【請求項６０】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項２９に記
載のネットワークノード。
【請求項６１】
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　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６０に記載のネットワークノード。
【請求項６２】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６０に記載のネットワークノード。
【請求項６３】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４４に記
載の計算機プログラム製品。
【請求項６４】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６６】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４５に記
載の計算機プログラム製品。
【請求項６７】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６８】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６９】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４６に記
載のモジュール。
【請求項７０】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７１】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７２】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４７に記
載のモジュール。
【請求項７３】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【請求項７４】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【請求項７５】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方向のデータを
供給する通信リンクを適応させる手段と，
　前記ネットワーク要素において前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを適応させる際
に前記ネットワーク要素を支援するための干渉状況に関する情報を含むメッセージを前記
端末から受信する手段と，
を備える装置。
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【請求項７６】
　前記ネットワーク要素をステーションとする請求項１に記載の方法。
【請求項７７】
　前記端末をステーションとする請求項１に記載の方法。
【請求項７８】
　前記ネットワークノードをステーションとする請求項１５に記載のネットワークノード
。
【請求項７９】
　前記端末をステーションとする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項８０】
　前記ネットワークノードをステーションとする請求項２９に記載のネットワークノード
。
【請求項８１】
　前記ネットワーク要素をステーションとする請求項２９に記載のネットワークノード。
【手続補正書】
【提出日】平成20年6月27日(2008.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方向のデータを
供給するための通信リンクを設定するステップと，
　前記ネットワーク要素において，前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際
に前記ネットワーク要素を支援するための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記端
末から受信するステップと，
を有する方法。
【請求項２】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを用いて前記通信リンクの送信速度を設定す
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記干渉源は，多モード端末内の送受信器，電子レンジ，別の種類の無線ネットワーク
内のデバイス，若しくは別の無線技術又はシステム技術のデバイスからの干渉を含む周期
的信号源を含む請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を設定するアクセスポイントとする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
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再調停情報とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる，複数無線機を
備える多モード端末とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向のデータを端末へ供給するための通信リン
クを設定し，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際にネットワークノードを支援する
ための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記端末から受信する，
ように構成した１又は複数のモジュールを備えるネットワークノード。
【請求項１６】
　前記ネットワークノードは，前記メッセージに含まれる情報を用いて前記通信リンクの
送信速度を設定する請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１７】
　前記メッセージは，前記端末が対応する速度又は前記端末が選択した所望通信速度につ
いての情報を含む請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１８】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項１９】
　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２０】
　前記干渉源は，多モード端末内の送受信器，電子レンジ，別の種類の無線ネットワーク
内のデバイス，若しくは別の無線技術又はシステム技術のデバイスからの干渉を含む周期
的信号源を含む請求項１９に記載のネットワークノード。
【請求項２１】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，前記端末の前記現在の状態を用い
て前記送信速度を設定する請求項１９に記載のネットワークノード。
【請求項２２】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２３】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項１５に記載のネ
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ットワークノード。
【請求項２４】
　前記ネットワーク要素は，前記メッセージを受信し，システム全体が前記端末の現在の
状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化する請求項１
５に記載のネットワークノード。
【請求項２５】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項１５に記載のネットワー
クノード。
【請求項２６】
　前記端末は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる，複数無線機を
備える多モード端末とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２７】
　前記ネットワークノードは，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる
多モード端末とする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２８】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項２９】
　無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送信速度を設定
することができるネットワーク要素から受信し，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際に前記ネットワーク要素を支援す
るための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供する，
ように構成した１又は複数のモジュールを備えるネットワークノード。
【請求項３０】
　前記メッセージは，前記端末が対応する前記通信リンクの速度又は前記端末が選択した
前記通信リンクの所望通信速度についての情報を含む請求項２９に記載のネットワークノ
ード。
【請求項３１】
　前記メッセージは，前記端末が要求した端末速度設定についての情報を含む端末速度設
定情報とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３２】
　前記メッセージは，前記干渉状況を含む前記送信速度に影響を与える前記端末の現在の
状態についての情報を含む端末状態報告とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３３】
　前記干渉源は，多モード端末内の送受信器，電子レンジ，別の種類の無線ネットワーク
内のデバイス，若しくは別の無線技術又はシステム技術のデバイスからの干渉を含む周期
的信号源を含む請求項３２に記載のネットワークノード。
【請求項３４】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と再アソシエーションを行うための干渉起因
再調停情報とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３５】
　前記メッセージは，前記端末に限定した１又は複数の送信速度，再試行，若しくはそれ
らのある組合せを含む端末特定速度適応集合についての情報を含む請求項２９に記載のネ
ットワークノード。
【請求項３６】
　前記メッセージ内の前記情報は，前記ネットワーク要素が，システム全体が前記端末の
現在の状態下で最良の性能を有するように，送信速度フォールバック方法を最適化できる
ようにする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３７】
　前記無線ネットワークは，無線構内ネットワークとする請求項２９に記載のネットワー
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クノード。
【請求項３８】
　前記ネットワークノードは，世界移動体通信システムネットワークにおいて動作できる
，複数無線機を備える多モード端末とする請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項３９】
　前記多モード端末は，複数無線機を備える請求項３８に記載のネットワークノード。
【請求項４０】
　前記メッセージは，前記ネットワーク要素と前記端末との間のアソシエーション処理の
一部として供給される請求項２９に記載のネットワークノード。
【請求項４１】
　前記方法の１又は複数のステップは，前記ネットワーク又はシステム内のネットワーク
ノード又は要素のプロセッサ若しくはほかの適切な処理デバイス上で動作する計算機プロ
グラムによって実行される請求項１に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ネットワークノードは，無線ネットワーク内のアクセスポイントとする請求項４１
に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ネットワークノード又は要素は，世界移動体通信システムネットワークにおいて動
作できる，複数無線機を備える多モード端末とする請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　機械可読媒体上に記憶されたプログラムコードを有する計算機プログラム製品であって
，無線ネットワークにおけるネットワークノード又は要素から端末へのダウンリンク方向
のデータを提供する通信リンクを設定するステップと，
　前記ネットワークノード又は要素において前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設
定する際に前記ネットワーク要素を支援するための干渉源に関する情報を含むメッセージ
を前記端末から受信するステップと，
を有する方法を実行する計算機プログラム製品。
【請求項４５】
　機械可読媒体上に記憶されたプログラムコードを有する計算機プログラム製品であって
，
　端末において無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを送信
速度を設定することができるネットワーク要素から受信するステップと，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際に前記ネットワーク要素を支援す
るための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供するステッ
プと，
を有する方法を実行する計算機プログラム製品。
【請求項４６】
　無線ネットワークにおけるネットワークノード又は要素からダウンリンク方向のデータ
を端末へ供給するための通信リンクを設定し，
　前記端末からのメッセージによって受信した干渉源に関する情報を用いて前記ダウンリ
ンク方向の前記通信リンクを設定する，
ように構成するチップのようなモジュール。
【請求項４７】
　端末において無線ネットワークにおけるダウンリンク方向の通信リンクのデータを，送
信速度を設定することができるネットワークノード又は要素から受信し，
　前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際に前記ネットワーク要素を支援す
るための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記ネットワーク要素へ提供する，
ように構成するチップのようなモジュール。
【請求項４８】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
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組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項４９】
　前記１又は複数の干渉特性は，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレベル，又はそ
れらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項１５
に記載のネットワークノード。
【請求項５１】
　前記１又は複数の干渉特性のためのフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バー
ストレベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５０
に記載のネットワークノード。
【請求項５２】
　前記メッセージは，残留ノイズ，送信電力，１又は複数の干渉特性，若しくはそれらの
ある組合せについての情報を含むフィールドを有する感度指示フレームを含む請求項２９
に記載のネットワークノード。
【請求項５３】
　前記１又は複数の干渉特性のフィールドは，干渉開始点，干渉レベル，干渉バーストレ
ベル，又はそれらのある組合せについての情報を含むフィールドを含む請求項５２に記載
のネットワークノード。
【請求項５４】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１に記載
の方法。
【請求項５５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５４に記載の方法。
【請求項５７】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項１５に記
載のネットワークノード。
【請求項５８】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項５７に記載のネットワークノード。
【請求項５９】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項５７に記載のネットワークノード。
【請求項６０】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項２９に記
載のネットワークノード。
【請求項６１】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６０に記載のネットワークノード。
【請求項６２】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６０に記載のネットワークノード。
【請求項６３】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４４に記
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載の計算機プログラム製品。
【請求項６４】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６５】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６３に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６６】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４５に記
載の計算機プログラム製品。
【請求項６７】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品。
【請求項６８】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６６に記載の計算機プログラム製品
。
【請求項６９】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４６に記
載のモジュール。
【請求項７０】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７１】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項６９に記載のモジュール。
【請求項７２】
　前記メッセージは，変化する１又は複数の通信リンクパラメータを含む請求項４７に記
載のモジュール。
【請求項７３】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションの送信速度
を規定する送信速度パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【請求項７４】
　前記１又は複数の通信リンクパラメータは，前記ダウンリンクコネクションに適用され
る再送信数を規定する再送信パラメータを含む請求項７２に記載のモジュール。
【請求項７５】
　無線ネットワークにおけるネットワーク要素から端末へ，ダウンリンク方向のデータを
供給する通信リンクを設定する手段と，
　前記ネットワーク要素において前記ダウンリンク方向の前記通信リンクを設定する際に
前記ネットワーク要素を支援するための干渉源に関する情報を含むメッセージを前記端末
から受信する手段と，
を備える装置。
【請求項７６】
　前記ネットワーク要素をステーションとする請求項１に記載の方法。
【請求項７７】
　前記端末をステーションとする請求項１に記載の方法。
【請求項７８】
　前記ネットワークノードをステーションとする請求項１５に記載のネットワークノード
。
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【請求項７９】
　前記端末をステーションとする請求項１５に記載のネットワークノード。
【請求項８０】
　前記ネットワークノードをステーションとする請求項２９に記載のネットワークノード
。
【請求項８１】
　前記ネットワーク要素をステーションとする請求項２９に記載のネットワークノード。
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